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内椎{本前方固定の検討は術後 3カ月以上経過せる 
46例に就いて行った。
その検討は
1. 移植骨治癒の状態 
2. 椎間腔の~化 
3. 脊椎運動機能 
4. 上記諸項と遠隔成績との関係
等に就いて行ったもので，之等に興味ある知見を得
ると共に，椎体前方固定法の意義並びにその手術法
の具体的手技を明確にすることを得た。従来椎体固
定に関する研究は多くあるが特に前方固定に関する
ものは殆んどないと云ってよいものである。従って
我々のこの研究は，脊椎外科の発展に資する所大な
るものがあると考えるもので，之塁手得た知見に基づ
き，この手術法の検討の結果を報告する。 
19. トランスアミジナーゼについて
秋月 登(医化学〉
グレアチユ/の生成過程において，まず‘アノLギニン
よりグリシンへのアミジン車云位により，グリコシア
ミシが作られる。この作用を営むトラシスアミジナ
ーゼについての報告である。
定量法としては木教室渡辺の坂口反応法を用い
た。この呈色法では，アノLギ、ニジ，グ‘リユシアミン
両者共に呈色する。生成グリコシアミンを定量する
には肝アルギナーゼを用いてアルギニンを分解させ
た後呈色せしめて，その吸光係数から求められる。
アルギナーゼ作用前後の呈色度の差からアルギニシ
量を求め得る。
私は水溶性トランスアミジナーゼを次の知くにし
て分離した。即ち，新鮮豚肝皮質を 5倍容の pH7 
M /50燐酸緩衝液と共に氷冷下ホモヂナイズし，プタ
ノ-;]"を加えて振壷，遠沈して水溶部分を取り之を
流水に透析した後硫安分劃を行って 30~50% 飽和
部分を集め，流水に透析して硫安を除く。この酵素
液は時としてアルギナーゼを含むからその場合は澱
粉を支持体とせる電気泳動によりアルギナーゼを分
離し得る。
この酵素液はサイアミ γ，ピリドキサル等のピタ
ミシ類や ATP，CoA等により著しい作用上の菱化
をうけない。 
20.釣魚に於ける大腸菌群の季節的消長
西 栄松(衛生学〉
当教室の尿尿処理に関する基礎的研究の一環とし
て特定水域に於ける魚類の衛生学的意義を知るため 
1) 養老川上流域に於ける釣魚の大腸菌の季節的
消長 
2) 都川流域に於ける鈎魚の大腸菌の季節的消長 
3) 君津郡湊沖に於ける大腸菌の季節的消長 
4) 市販魚類の大腸菌の季節的消長を検討した結
果次の様な成績を得たので報告する。 
21.Streptokinase (Varid倒的作用後の人血
清の示す抗補体作用について
和田 寛 C法医学〉
人血清叉はそのグロプリシ屑に Varidaseを作用
させると，両者共ほぼ同じ力価の Plasminが活性
化される。然し乍ら，これら 2種の Plasminをそ
れぞれモルモツト補体血清に作用させると，補体の
不活化の上で差が見られ，人血清より得た Plasmin
の示す不活化度はグロプリン屑より得た Plasmin
の示すそれと比べて著しく大であった。 Plasminを
含むグ、ロプリン屑を 560C~620C に加熱し Plasmin
を破壊せしめて再びモルモヅト補体血清に作用させ
たところ，人血清より得たものでは Plasmin破壊
前と同じように補体を不活〆化したが，血清グロプリ
シ屑より得たものでは殆んど不活化作用が見られな
かった。即ち，人血清に Varidaseを作用させると 
Plasminとは別に抗補体作用を示す物質が生成す
ると考えられ， 且つこの物質は耐勲性であり，線維
素溶解力は欠くが補体に態度は Plasminと殆んど
同じようで、あった。 
22. 日本脳炎ウイルスの血球凝集反応とウイルス'
増殖組織との関係について
。橋野尭彦，波多野基一(細菌学〉
日本脳炎ウイルスの血球凝集素が感染性ウイルス
粒子の増殖に伴い生成される過程は未だ明瞭ではな
し、。吾々はその両者の量的関連牲を検討するために
ウイルス増殖組織にマウス脳，発育鶏胎児組織，ハ
ムスター脳及び Ehrlichマウス腹水癌細胞を用い
各標本について Spinco超遠心による濃縮，あるい
は Protamine-Heparin処理によってウイルスの
部分的精製法を行い，マウス脳増殖ウイルスの感染
価と血球通話集価との比を対照に検討を試みた。
ウイルスの血球探集性を論ずる場合，血球の種
類，反応メジウムの条件の検討の他にウイルス量
(感染価)， inhibitorの除去，感受性増殖組織の選
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択の三点がウイルスの血球凝集性検討には考慮され
るべきであるうと考えられる。
23.当病院内に於けるぶどう球菌蔓延の現状につ
いて
f岩崎洋治，野口晃平，高橋 康，
柏木 登，野本昌三 (中山外科〉
最近数年間に Hospitalstaphylococciの名の下 
に"一躍世人の注目をあびるにいたったぶどう球菌 
は，抗生物質使用とし、う条件下において病院内に拡
がり，特に術後患者叉は乳幼児などの特殊な患者を
常時扱う外科，産科，小児科において，肺炎，敗血
症，腸炎，手術創化膿等の色々重篤な疾患をひき起
している。 
そこで私達は当病院内に於けるぶどう球菌の分布
を知るため，三輪内科，皮膚科，眼科の入院患者共
び当科の入院患者， 職員更に看護学校生徒等約 600
人の口蓋屑桃腺の部分より約 580株のぶどう球菌を 
分離し，それらの菌について主に抗生物質に対する
耐性試験及びフア{ジ的性状より検索を行い，病院
内における菌蔓延の現状を明らかにし叉その拡がり
かたに関して 2，3検討を加えた。
更に抗生物質使用の際，菌蔓延を防止するために
は，どのような注意を払わなければならなL、かにつ
いて言及する。 
質問細菌川喜田愛郎 
経に経皮的に電気刺激を与え，その被支配筋たる俳
腹筋，尺側手根屈筋より針電極により得られる全か
帯、かの法則に従う活動電位を示標として，脊髄運動 
核 (H波〉および終板 (M波〉における促通現象
を観察した。刺激には平衡回路法を用い， 5秒に 1 
回の 2重反復刺激とした。
本実験においては， H波には腔骨神経一昨腹筋，
M波には尺骨神経一尺側手根屈筋を用し、i 前置刺
i款の強さは関値を僅かに超えるものおよび関下のも
のを，また試験刺激には関下のものを用いた。
試験刺激間隔が M 波では大体 23~4mSec. H 
波では大体 33 ~6mSec.の範囲内で，引き続きス
ノミイグ電位が観察された。
25. Iminodipropionitrileによる動物の廻転
運動に関する研究
秋山龍男(薬理学〉
Iminodipropionitri1e (IDPN)を応用すること
によって特有の廻転運動を伴う運動興奮，頭部の舞
踏病様運動，遊泳不能，後退性などの特徴的な症候
群 (SyndromeTournanのを呈するいわゆる廻転
マウス (Souris tournante)について， その一般
状態を長期にわたって観察し，また典型的な小廻転
運動数を中心として Chlorpromazine，Reserpi・
ne，Hydroxyzine，Meprobamate，Mephenesin， 
Phenobarbital，Coramine，Cardiazol，Picroto-
いまの御報告の中には broad sp~ctrum の抗生 xin，Strychnine，Harmine，LSD25，Methamp-
物質の使用による一種の交代菌現象と耐性の獲得と 
いう二つのことがあると思うのですが，ほかの上部
気道常圧菌についてお調べになったでしょうか。目
下はぶどう球菌による accidentが頻発するため，
それに検索の焦点を合せておられると思うのです
が，今後おこるかもしれない別種の accidentへの
用意としてほかの菌についてもそろそろお調べにな
っておくことが望ましいと思います。
応答岩崎洋治 
現在他の菌については検索していないが，緑膿菌 
分離率(咽頭および病巣からも〉はぶどう球菌分離
率と略平行している。
24.人運動単位より得られた誘発筋電図を示標と
する促通現象について
鈴木正夫，本間三郎，
。伊谷昭幸 (第 1生理〉
成人男子を被検者として，腔骨神経および尺骨神
hetamine，Cocaine，Ca旺eineなどの作用をし
らベ，これを煤紙上に描起し，一部は映画に撮影し
た。
一方， ウサギを用い IDPNを側脳室あるいは神
経核内に注入して 2，3の知見を得ているので，そ
れらの成績を併せ報告する。
26.家兎視床下部電気刺激による排卵について
御園生雄三， o貴家昭而(産婦人科〉
Hohlweg ('39)によって問脳に性中枢が仮定さ
れたが吾々は家兎視床下部に直接電気刺激を加え，
排卵現象を観察した。隔離飼育せる成熟雌性家兎を
術前開腹して卵巣を検し， 8，400単位の Estrogen 
を前処置として注射した。黒津式，脳研式装置にょ
る双極電導子を用い，脳穿刺は黒津及び Sawyer
の mapに随った。刺激は 100cycle，3Volt，0.2 
mAの低周波直角脈波を 30秒 x10とした。術後 
2日開腹し卵巣を検し，脳は電導子を追跡した。実
